
ＪＡＰＡＮブランド共同事務局
平成19年10月3日

平成１９年度
ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業
事業推進計画



１ 事業推進計画の目的

• 以下の政策目的を達成するための仕組みの構築

（１）本事業の支援プロジェクトが、中長期的な事業として自立し、そ
れが地域経済の持続的発展につながること

（２）本事業の支援プロジェクト（ブランド）が、日本を表現しつつ世界
に通用する真の「ＪＡＰＡＮブランド」として確立し、それが世界に対
する日本の（伝統、技術、中小企業等の）価値を高めること

（３）「ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業」が、他地域における取組の目
標・刺激となることで、日本全国の地域活性化を底上げすること。
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２ 事業推進計画の柱立て
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(3)
トライアルプロジェクト

(2)
ブランド戦略

(1)
採択プロジェクト側面支援



３ （１）採択プロジェクト側面支援…１

<<概要>>

① セミナー、意見交換会の開催

・１０月３０日（火）に開催予定（テーマ：ブランディング、販売促進
等）

・録画記録も行うことで、適宜プロジェクト参画者へ情報提供をＷ
ＥＢ等を活用して行なうことも検討。
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３ （１）採択プロジェクト側面支援…２
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セミナーカリキュラム案

（１０月３０日１３時～１５時開催予定）

○ジャパンブランドコンセプト・ウェブサイトについて
・・・ ３０分 （日商、全国連）

○ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業のマーケティング・販促活動の取組
事例について …９０分（プロデューサー等及び百貨店関係者）

○空想生活の概要について ・・・ ４５分（エレファントデザイン）

○デザイナーズウィークへの出展について
・・・ ３０分程度（デザイン・アソシエーション）



３ （１）採択プロジェクト側面支援…３
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②商談会、展示会の開催

イ．ＪＡＰＡＮブランドエキジビションin TDC

日 時：6月25日（月）～6月30日（土）11：00～18：00

会 場：東京デザインセンター ガレリアホール

出 展 数：30プロジェクト

来場者数：1,252名（アンケート回答者数960名）

主な来場者：三越百貨店、伊勢丹百貨店、

高島屋、東急ハンズ 他



３ （１）採択プロジェクト側面支援…４
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② 商談会、展示会の開催

ロ．第６５回東京インターナショナルギフトショー

概 要：日本最大級の商談型見本市

テーマ：「デザインブーム後の商品トレンドは」付加価値創造の時代へ
時代と共に変わる消費者の嗜好の変化を、どの様に捉えるかが決め手。 デザイン

が良くて当たり 前となってくると見た目の良さだけでなく、量産品より稀少価値や意外性、
味わい深さなど、作り手 の魅力を伝える付加価値の創出が求められる。

消費者の共感を得られる様な付加価値創造型時代へ。

日 時：平成20年2月5日（火）～8日（金）

集客数（昨年）：200,098人

客 層（昨年） ：業態別・卸売16.3％、小売21.8％、専門店8.5％

海外来場者2,320人



３ （１）採択プロジェクト側面支援…５

6

③ 事業評価

イ 過去の案件整理、再評価

・過去の事業の評価

ロ 成功事例・失敗事例の集約、分析

・過去の事業の事例を集約、分析し、成功事例・失敗事例を類型化

ハ 情報共有（冊子作成、ＨＰ公表等）

・冊子の作成やＨＰ上での公表によるノウハウの共有

④ 卒業プロジェクトへの支援方法

・他への波及効果、「ＪＡＰＡＮブランド」自体のブランディングを 考慮に入れ、先
駆的事例について、モデル事業として支援を継続することの可否を検討



３ （１）採択プロジェクト側面支援…６

⑤ 採択プロジェクトの進捗管理

・各プロジェクトからの定期的報告を通じた進捗管理、各地と全国団体との情報共
有（ＨＰを活用）

⑥ 関係機関との連携

・自治体（商工会、商工会議所の所在する都道府県、市町村）との情報共有・相互
支援

・大使館、ＪＥＴＲＯ等の活用（情報発信機能）
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４ （２）ブランド戦略…１

① ブランド展開

・外部、内部組織を活用したブランド展開

・ブランドコンセプトの周知、共有

・「ＪＡＰＡＮブランド」マークの利用

8



４ （２）ブランド戦略…２

② 「ＪＡＰＡＮブランドＷＥＢ」の稼動

・稼働日：６月２５日から順次稼動

・内容

○一般向け広報ページと内部進捗管理用ページが存在

○「ＪＡＰＡＮブランド」自体のブランディングページ

○各地のプロジェクトからの情報提供ページ

○メーリングリスト稼働
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４ （２）ブランド戦略…３

③ 「Tokyo Designer’s Week」への出展

・「ＪＡＰＡＮブランド」自体のＰＲを主目的として出展

「Tokyo Designer’s Week」概要：
今年で21年目を迎える、多種多様なデザインに係る企業、団体、

学校、大使館、そして デザイナーが参加する日本最大・最良のデザ
インイベント。

日 時：平成19年10月31日（水）～11月4日（日）
来場者数：10万人を予定（平成18年度・約7万人）
場 所：明治神宮外苑
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４ （２）ブランド戦略…４

④ 各種メディアとの連携

・国内全国メディア（新聞、テレビ）、地域版のシリーズ化、専門雑誌

・海外向け媒体の検討

⑤ 内部媒体の活用

・中小企業省、全国連、日商等のプレス提供、ＨＰ情報提供の活用

・関係者、関係機関等への情報提供
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５ （３）トライアルプロジェクト…１

<<趣旨>>

・ＪＡＰＡＮブランド育成支援事業は、地域の中小企業が有するもの
づくりの伝統や技術・技能を進化させ、新しい伝統を創造し、世界
に目を向けて商品を販売していくことを目標としている。

・当事業において、各プロジェクトにおいて開拓した「商品ニーズ把
握」・「商品開発」・「販路開拓」・「海外進出」におけるノウハウ、手
法は他でも利用が可能である。

・他のプロジェクト参画者のみならず、全国の中小企業への波及効
果も視野にいれ、下記のとおり試験的な取組としてトライアルプロ
ジェクトを推進する。
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５ （３）トライアルプロジェクト…２

<<具体例>>

① 空想生活×ＪＢ

・商品企画時における市場調査の一手段として活用

・ＪＢプロジェクト参画事業者によるテストケース的利用

② その他実施を検討するプロジェクト

イ．イーウーマン
・主に女性からなるイーウーマンリーダーズ（商品企画についてホー

ムページ上で意見を出し合うサイト参加者）による商品に対する意見
聴取や新製品開発等

ロ．ユニカル
・海外展開時のマーケティングサポート、具体的な商談がスタートし

てからの翻訳、通訳等
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空想生活（cuusoo.com)とは…

・エレファントデザイン株式会社の運営するモノづくりｗｅｂサイト。
「ほしいものがほしい！」空想生活は、シンプルだけれどもとても大事な
こと＝ユーザーが本当に望んでいる商品をつくっていくサイト。デザイン
、機能、使い勝手、値段、さまざまな視点から検討し、ユーザーの応援
を募りながら、メーカーそしてデザイナーとともに商品化を目指している
。
・無印良品とコラボした「空想無印」（http://www.cuusoo.jp/muji/）もある
。
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参 考

http://www.cuusoo.jp/muji/
http://www.cuusoo.jp/muji/
http://www.cuusoo.jp/muji/
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２万人の
ユーザー

2000名の

デザイナー
建築家

製造
メーカー

素材・技術
メーカー

①素材／技術
の紹介

②掲載料

③素材／技術
の紹介

④用途の提案

⑤提案
の紹介

⑥コメント
投票

⑦ライセンス

⑧ロイヤリティ

空想生活のビジネスモデル http://www.cuusoo.com/
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提案にはユーザーからコメントが集まります。
コメントを通じて以下の定性的な情報が得ら
れます。

空想生活を用いた商品開発とマーケティング

『ビジターによるコメント（書き込み）』
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